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部から得られた疎水性画分 (164.8 g) を順相、逆相シリカゲルカラムクロマトグラフィー、
ODS-HPLC により分離、精製した。そのうち化合物 2 および 11 は新規化合物、その他 18 種
は既知化合物として同定した。化合物 2 は HR-ESI-MS の結果から、その分子式を C42H46O20
であると決定した。化合物 2 には NMR スペクトルより糖が結合していることが想定されたた
め、NaOCH3でアルカリ加水分解を行い、遊離した糖について旋光度検出器付き HPLC を用い
て糖分析を行ったところ、化合物 2 には sucrose が含まれることが示された。このことは 13C 
NMR において sucrose に由来する 12 本のシグナルが観測されたことと一致した。また、1H 
NMR において、カップリング定数 (ca. 16 Hz) より trans 二重結合、芳香環水素が ABX スピ
ン系のシグナルとして観測されたこと、13C NMR のケミカルシフト値などから、3 つの
feruloyl 基が結合した構造であると推測した。さらに 2D NMR (HSQC, HMBC, COSY)の解析
から、化合物 2 は(3,6-O-diferuloyl)-β-D-fructofuranosyl-(2→1)-(2-O-feruloyl)-α-D-
glucopyranoside であると決定し、firmoside A と命名した。また、同様に、化合物 11 は(3,6-
O-diferuloyl)-β-D-fructofuranosyl-(2→1)-(2-O-feruloyl-6-O-acetyl)-α-D-glucopyranoside であ
ると決定し、firmoside B と命名した。 
 






し、23 種の化合物を単離した。そのうち化合物 21 は新規化合物であることが判明した。ま
た、葉部の酢酸エチル可溶画分を同様に分離、精製することで 11 種の化合物を単離し、そのう
ち化合物 22 は新規化合物であった。化合物 21 は HR-ESI-MS の結果からその分子式を
C20H34O5であると決定した。13C NMR において 20 本の炭素シグナルが観測されたことからジ
テルペンと推測した。さらに、2D NMR を解析し、新規 aphidicolane 型ジテルペンであること
が明らかになった。一方、化合物 22 は新規 megastigmane 配糖体であることが明らかになっ
た。しかし、絶対配置については改良 Mosher 法の適応などで今後、解析する必要がある。 
3. ベトナム産植物 Heliciopsis terminalis の成分研究 
Heliciopsis terminalis はヤマモガシ科（Proteaceae）の Heliciopsis 属植物で日本には分布せ














に arbutin に匹敵するほどのチロシナーゼ抑制活性が見られた。 
 
5. 結論 
本研究により 7 種の新規化合物を単離し、その化学構造をスペクトルデータおよび化学的方法
により決定した。DPPH ラジカル除去活性試験およびチロシナーゼ抑制試験を行ったところ、
新規化合物を含む複数の化合物に比較的強い活性が見られたことから、これらの化合物は抗酸
化や美白成分として有用な素材になりうる可能性が示唆された。 
